
























は､ カリブとラテンアメリカ､ アフリカ､ ヨーロッパの一部､


























ル族､ 43％が漢族で､ この２民族が大多数を占める｡ その他
にもカザフ族､ 回族､ タジク族､ ケルゲス族､ ウズベク族､
ロシアン族など､ 多くの人種が居住している(中国国務院報
道弁公室 2003)｡ 今回の調査対象であるウイグル族の分布を
見ると､ 天山山脈の南のオアシス､ 湖南省桃源県､ 常徳県に
















阿布都西庫尓 阿布都熱合曼*､ 森田 信一
(アブドゥシュクル アブドゥラフマン)
The Research of Uyghur Modern Music
Abudushukur ABUDURAHMAN*, Shinichi MORITA
キーワード：音楽文化､ ウイグル､ 民族音楽､ メディア
Key word：Uygur, Uyghur, Uighur, world music, culture
* 新彊師範大学音楽学院









従来､ 西のトルコ､ 南のインド､ パキスタン､ そして北の旧
ソ連など､ 隣接する文化の影響が主であったが､ より範囲が
広がっている｡ ヨーロッパ､ アメリカ､ 日本など､ 先進国の
音楽も若者たちの興味を引くようになり､ バンドのような演
奏の形も生まれた｡ 情報手段も､ テレビやラジオのみではな
く､ 海外から輸入されるビデオテープ､ CD､ DVD､ ビデオ



























10代､ 20代､ 30代､ 40代､ 及び50代以上について､ 各50名
(男性25名､ 女性25名) を調査対象とした｡
アンケートの内容は以下の質問Ⅰ～XIIである｡ 以下､ 質




A.伝統音楽 B.クラシック C.ポピュラー D.ジャズ
E.その他 ( )
この質問に対して､ 表Ⅰ, 図Ⅰのような結果が得られた｡
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A. ドゥッタ B. ラワープ C. ピアノ D. ギター
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A. カセットレコーダ B. CD C. VCD D. DVD
E. ビデオ F. その他 ( )
この質問に対し､ 表Ⅵ, 図Ⅵのような結果が得られた｡
ＡＶ機器の中ではカセットレコーダが最も多いが､ これに























A. 伝統音楽演奏会 B. クラシック音楽演奏会
C. ポピュラー D. いろいろ音楽ジャンルがある音楽演奏会
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A・電子ピアノ B・ドゥッタ C・ゲジャク D・ラワープ
E・ピアノ F・ギター G・その他 ( )
この質問に対し､ 表Ⅹ, 図Ⅹのような結果が得られた｡
習いたい楽器としては伝統楽器が最も多く､ ドゥッタ､ ラ
ワープ､ ゲジャック､ 合わせて155人である｡ 外来楽器はピ










能だということで､ 若者が活発に挑戦している｡ 特に､ ギター､
電子ピアノの音色が好まれ､ 伝統音楽を多彩にしている｡ 最











A・ウズベク B・トルコ C・漢族 D・インド E・アメ
リカ F・カザフ族 G・その他 ( )
この質問に対し､ 表XI, 図XIのような結果が得られた｡
外国の音楽の中で好まれている音楽の順位はウズベク民族
の音楽､ トルコの音楽､ インドの音楽と続いている｡ 歴史､
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(1986年)､ 周菁葆の 『絲綢之道的音楽文化』 烏魯木斉：新
疆人民出版社 (1987年) がある｡ またウイグル語で出版さ
れた文献は､ アブドシュクル モハマドイミンによる 『ウ
イグルクラシック音楽12ムカームについて』 (1980年)､ サ
イフッヂン アジズの 『ウイグルムカームについて』
(1992年)､ モハマドジャン アフマッドの 『12ムカームに
ついて』 (1992年)､ ノルモハマド サイドの 『ウイグル12
ムカームのメローデイの特徴』 (1995年)､ アブドシュクル
モハマドイミンの 『ウイグルムカム宝庫』 (1997年) 『新
彊の唐時代における歌―舞踊芸術』 (1980年) などの意味
となる｡ これらは､ 原語 (ウイグル語) ではそれぞれ､
のように表記される｡
３. A.パーシャ. エーシャン (ウイ) B.マイケル・ジャクソ
ン (米) C.アブドラ・アブトラヒム (ウイ) D.ベートー
ヴェン (独) E.アブルズ・シャクル (ウイ) F.アルケン・
クトベデン (ウイ) G.ハキーム・アサン (ウイ) H.アス
カ (ウイ) I.ウマルジャン・アリム (ウイ) J.シャフザド
アンサンベル (ウズ) K. 鄭莉君 (台湾) L. エリベス
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